
 地震の大きさ＝震度とは何か？ 
 
 地震が起こったとき、ある場所での揺れの程度を表すのが震度です。 
 震度の決め方は国によって異なり、わが国では気象庁が定めた震度階級によって震度を表しています。従
来は震度０から７までの８階級でしたが、平成８年１０月からは震度６と５をそれぞれ６弱・６強、５弱・５強に分
けて１０階級に改訂されました。また、気象庁が発表する震度は、従来は気象庁の職員が体に感じたゆれの
強さや周囲の被害状況などから判定していましたが、最近は震度を観測するための「震度計」の設置されるよ
うになり、この震度計の計測値（「計測震度」と言います。）をもとに計算で震度を決めるようになっています。 
 

震度階級 人間 屋内の状況 屋外の状況 木造建物 

０  人は揺れを感じない。     

１ 

 

屋内にいる人の一部が、わず
かな揺れを感じる。 

   

２ 

 

屋内にいる人の多くが、揺れ

を感じる。眠っている人の一
部が、目を覚ます｡  

電灯などのつり下げ物が、わ
ずかに揺れる。 

  

３ 

 

屋内にいる人のほとんどが、

揺れを感じる。恐怖感を覚え
る人もいる。  

棚にある食器類が、音を立て
ることがある。  

電線が少し揺れる。  

４ 

 

かなりの恐怖感があり、一部
の人は、身の安全を図ろうと
する。眠っている人のほとん

どが、目を覚ます。  

つり下げ物は大きく揺れ､棚に
ある食器類は音を立てる。座
りの悪い置物が、倒れること

がある。  

電線が大きく揺れる。歩いて
いる人も揺れを感じる。自動
車を運転していて、揺れに気

付く人がいる。 

 

５

弱  

 

多くの人が、身の安全を図ろ
うとする。一部の人は、行動に
支障を感じる。  

つり下げ物は激しく揺れ､棚に

ある食器類、書棚の本が落ち
ることがある。座りの悪い置
物の多くが倒れ、家具が移動

することがある。  

窓ガラスが割れて落ちること

がある。電柱が揺れるのがわ
かる。補強されていないブロッ
ク塀が崩れることがある。道

路に被害が生じることがある｡ 

耐震性の低い住宅では、壁や

柱が破損するものがある。  

５

強  

 

非常な恐怖を感じる。多くの

人が、行動に支障を感じる。  

棚にある食器類、書棚の本の
多くが落ちる。テレビが台から
落ちることがある。タンスなど
重い家具が倒れることがあ
る。変形によりドアが開かなく
なることがある。一部の戸が
外れる。  

補強されていないブロック塀
の多くが崩れる。据え付けが
不十分な自動販売機が倒れ
ることがある。多くの墓石が倒
れる。自動車の運転が困難と
なり、停止する車が多い。 

耐震性の低い住宅では、壁や
柱がかなり破損したり、傾くも
のがある。  

６

弱  

 

立っていることが困難になる。  

固定していない重い家具の多

くが移動、転倒する｡ 開かなく
なるドアが多い｡  

かなりの建物で、壁のタイル

や窓ガラスが破損、落下す
る。 

耐震性の低い住宅では、倒壊
するものがある。耐震性の高
い住宅でも、壁や柱が破損す

るものがある。  

６

強  

 

立っていることができず､はわ
ないと動くことができない。  

固定していない重い家具のほ

とんどが移動、転倒する。戸
が外れて飛ぶことがある。  

多くの建物で、壁のタイルや
窓ガラスが破損、落下する。
補強されていないブロック塀

のほとんどが崩れる。 

耐震性の低い住宅では、倒壊
するものが多い。耐震性の高
い住宅でも、壁や柱がかなり

破損するものがある。  

７ 

 

揺れにほんろうされ、自分の
意志で行動できない｡  

ほとんどの家具が大きく移動
し、飛ぶものもある｡  

ほとんどの建物で、壁のタイ
ルや窓ガラスが破損､落下す
る。補強されているブロック塀

も破損するものがある。 

耐震性の高い住宅でも、傾い

たり、大きく破壊するものがあ
る。  

 気象庁「震度階級解説表」http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/shindokai.htmlによる。 


